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すとーん・さーくるすとーん・さーくる
　

石
仏
見
学
会
の
準
備
と
し
て
桑
取
谷
地
区
の
基
礎
調
査
を
重

ね
る
に
従
い
、殊
の
ほ
か
に
六
地
蔵
が
多
く
存
在
す
る
事
に
気

付
か
さ
れ
た
。所
謂
、石
仏
悉
皆
調
査
報
告
は
度
々
目
に
す
る
が
、

そ
の
分
布
や
偏
在
等
に
関
す
る
論
説
は
稀
で
あ
る
。

　

ま
ず
仏
教
と
し
て
の
六
地
蔵
信
仰
は
、平
安
時
代
の
末
期
に

端
を
発
す
る
六
道
輪
廻
転
生
説（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人

間
・
天
上
の
六
界
を
輪
廻
す
る
）と
の
教
義
を
六
体
の
地
蔵
に
よ

り
具
象
化
し
た
も
の
で
あ
り
、基
本
的
に
は
宗
派
を
超
え
た
崇

拝
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

但
し
、親
鸞
聖
人
を
開
祖
と
す
る
浄
土
真
宗
で
は
、専
修
念
仏

に
よ
る
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
仰
と
帰
依
を
本
願
と
し
、六
地
蔵
に

対
し
て
祀
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

調
査
に
よ
る
と
、桑
取
谷
に
存
在
す
る
寺
院
七
ヶ
寺
の
う
ち

六
ヶ
寺
の
全
て
が
曹
洞
宗
で
、残
る
一
ヶ
寺
の
み
が
浄
土
真
宗

で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、六
道
輪
廻
教
義
の
信
仰
が
こ
の
地
に
浸

透
定
着
し
て
い
た
事
が
窺
え
て
く
る
。〝
桑
取
谷
〞の
地
名
が
歴

史
上
に
現
れ
る
の
は
、上
杉
謙
信
の
死
後
、上
杉
景
勝
と
上
杉
景

虎
よ
る
跡
目
争
い
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る「
御
館
の
乱
」（
天
正

六
年…

一
五
七
八
年
）で
あ
る
。景
虎
軍
の
攻
勢
に
春
日
山
城
に

籠
城
す
る
景
勝
軍
が
、食
料
調
達
基
地
と
し
て
頼
っ
た
の
は
、春

日
山
城
の
西
側
背
後
に
控
え
る
桑
取
谷
集
落
で
あ
っ
た
。つ
ま

り
当
時
は
春
日
山
城
と
桑
取
谷
は
一
体
化
し
た
存
在
で
あ
り
、

上
杉
家
の
菩
提
寺
と
し
て
春
日
山
の
麓
に
現
在
も
存
在
す
る
林

泉
寺
は
、曹
洞
宗
の
古
刹
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。時
代
を
下
っ

て
江
戸
時
代
に
入
る
と
、浄
土
真
宗
が
信
徒
数
を
急
激
に
増
加

さ
せ
る
が
、桑
取
谷
地
域
は
既
に
曹
洞
宗
で
纏
ま
っ
て
お
り
、ま

た
狭
隘
な
地
勢
に
住
む
限
ら
れ
た
住
民
衆
に
と
っ
て
は
、そ
の

上
に
更
な
る
浄
土
真
宗
を
受
け
入
れ
る
素
地
は
無
か
っ
た
。

　

因
み
に
、ほ
ん
の
数
キ
ロ
先
に
あ
る
近
世
の
譜
代
高
田
城
下

で
は
、多
数
の
寺
院
が
集
中
す
る
高
田
寺
町
の
六
十
六
ヶ
寺
の

う
ち
、浄
土
真
宗
が
三
十
六
ヶ
寺
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い

る
こ
と
に
因
り
、高
田
寺
町
に
於
い
て
は
六
地
蔵
の
存
在
は
希

少
で
あ
る
。

　

一
つ
の
論
考
と
し
て
、桑
取
谷
が
浄
土
真
宗
の
排
斥
さ
れ
た

地
域
で
あ
る
事
が
、数
多
い
六
地
蔵
の
存
続
要
因
と
し
て
否
定

は
で
き
な
い
と
考
え
る
。何
れ
に
し
て
も
、古
来
か
ら
に
よ
る
六

地
蔵
の
数
多
い
存
在
は
、地
域
住
民
の
信
仰
実
相
を
今
に
伝
え

る
証
と
し
て
注
目
さ
れ
て
良
い
。　　

　

近
年
、諸
般
の
事
情
か
ら
石
仏
の
移
設
や
廃
棄
に
よ
り
、そ
の

所
在
自
体
が
危
う
い
が
、石
仏
の
在
り
か
と
偏
り
を
基
と
す
る

調
査
は
、石
仏
の
歴
史
的
視
座
を
厚
く
す
る
上
で
意
義
深
い
も

の
が
あ
る
。

桑
取
谷
の
六
地
蔵
に
観
る
地
域
性
の
考
察

石 

仏 

散 

歩

上
越
市　
栗
　
間
　
啓
　
志

あ
か
し



上
越
市　
横
　
山
　
美
　
智
　
子

上
越
地
区
石
仏
見
学
会
に
参
加
し
て

上
越
地
区
石
仏
見
学
会
に
参
加
し
て

く
わ
ど
り
だ
に
２
０
２
５

　

今
回
の
見
学
地
は
、上
越
市
西
部
の
桑
取
川
流
域

に
点
在
す
る
石
仏
群
の
見
学
で
し
た
。当
日
の
天
候

に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、総
勢
二
三
名
に
よ
る
見

学
先
に
期
待
感
を
抱
い
て
出
発
し
ま
し
た
。

◆
西
戸
野
の
六
地
蔵
と
十
王
堂

　

集
落
の
人
達
は
、小
高
い
丘
全
体
を「
お
堂
」と
呼

ん
で
麓
に
あ
る
石
仏
を
大
切
に
し
て
い
る
様
子
が

窺
え
ま
し
た
。丘
の
入
口
付
近
に
、
私
達
を
迎
え
る

よ
う
に
六
地
蔵
が
可
愛
ら
し
く
整
列
し
て
い
ま
し

た
。十
王
堂
に
は
、
十
体
の
石
仏
が
厳
し
い
表
情
で

並
ん
で
い
ま
し
た
が
、こ
れ
は
信
仰
上
で
生
前
の
行

為
を
判
定
す
る
裁
判
官
と
聞
き
納
得
し
ま
し
た
。野

晒
し
で
は
な
く
、堂
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
石

仏
の
保
存
状
態
は
良
か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

◆
高
住
の
延
命
地
蔵
尊
・
六
地
蔵
・
三
界
万
霊
塔

　

か
つ
て
は
茅
葺
の
地
蔵
堂
が
、今
は
バ
ス
停
と
兼

用
と
な
っ
て
い
て
、延
命
地
蔵
尊
が
毛
糸
の
衣
を
着

服
し
て
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
る
様
子
に
、
集
落
の

方
々
の
優
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。洞
泉
寺
で
は
、

中
央
に
三
界
万
霊
塔
を
配
置
し
、そ
の
左
右
に
三
体

ず
つ
の
六
地
蔵
が
あ
り
ま
し
た
が
、右
側
の
地
蔵
さ

ん
の
胸
に
幼
い
子
供
を
抱
い
て
い
る
姿
に
気
が
付

き
、思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

◆
西
山
寺
の
薬
師
堂
と
十
六
地
蔵
さ
ん

　

そ
の
昔
、地
滑
り
の
為
に
旧
寺
跡
よ
り
散
在
し
て

い
た
地
蔵
尊
が
集
約
配
置
さ
れ
て
、そ
の
様
に
呼
ば

れ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。そ
の
脇
に
丸
彫
り
の
地

蔵
さ
ん
が
あ
り
、亡
く
な
ら
れ
た
庵
主
さ
ん
が
私
の

こ
と
と
思
っ
て
お
参
り
す
る
よ
う
に
遺
言
さ
れ
た

と
聞
き
、高
尚
な
方
と
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

◆
東
林
寺
の
六
地
蔵
と
馬
頭
観
音

　

境
内
入
口
の
高
い
石
壇
の
上
に
ず
ら
っ
と
、六
地

蔵
が
整
然
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。真
ん
中
の
地
蔵
さ

ん
の
涎
掛
け
の
下
に
幼
児
が
抱
か
れ
て
い
て
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
が
、参
加
者
の
小
さ
な
笑
い
声
が
広

が
る
と
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。六
地

蔵
の
両
脇
に
は
、鋭
角
の
三
角
形
を
し
た
光
背
を
持

つ
馬
頭
観
音
の
姿
は
稀
有
に
思
い
ま
し
た
。　
　
　

◆
北
谷
の
地
蔵
様
年
始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
集
落
で
は
、
小
正
月
に
子
供
達
が
地
蔵
尊

（
木
製
）を
背
負
っ
て
、
集
落
の
一
軒
一
軒
を
巡
り

年
始
の
お
参
り
を
受
け
て
ま
わ
る
風
習
が
あ
り
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ま
し
た
が
、
現
在
で
は
少
子
化
の
影
響
を
受
け
、

中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
残

念
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

◆
西
谷
内
の
路
傍
の
六
地
蔵

　

こ
の
六
地
蔵
は
道
路
脇
に
ポ
ツ
ン
と
あ
る
の

が
不
思
議
で
し
た
が
、
道
祖
神
の
役
割
も
あ
る
と

聞
き
納
得
し
ま
し
た
。今
回
の
見
学
会
で
は
、
数

多
く
の
六
地
蔵
に
出
合
い
ま
し
た
が
、
こ
の
地
域

で
は
「
六
道
輪
廻
」
の
信
仰
が
篤
く
浸
透
し
て
い

た
こ
と
を
表
わ
す
も
の
と
聞
き
、納
得
し
ま
し
た
。

　

盛
り
沢
山
の
石
仏
見
学
会
に
参
加
で
き
、
楽
し

く
ま
た
色
々
と
学
習
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過

し
ま
し
た
。関
係
者
の
方
々
に
感
謝
し
て
合
掌
。

珍
し
い
賽
の
河
原
の
地
蔵
石
仏

　

今
回
の
見
学
会
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
土
口

の
霊
雲
寺
近
く
に
立
つ
地
蔵
石
仏
で
あ
っ
た
。そ

の
足
元
に
は
賽
の
河
原
で
石
積
み
を
す
る
二
人

の
子
ど
も
が
、
左
に
は
石
積
み
を
金
棒
で
崩
す
鬼

が
刻
ま
れ
る
。「
一
つ
積
ん
で
は
父
の
た
め…

」
の

地
蔵
和
讃
に
基
づ
く
図
像
を
施
し
た
大
変
珍
し

い
石
仏
で
あ
っ
た
。

金棒で石を崩す鬼 ( 左 ) と石積みをする
子ども二人を刻む（上越市土口）

　

特
集「
苗
場
山
麓
の
石
造
物
」を
載
せ
た『
津
南

学
』13
号（
津
南
町
教
育
委
員
会
編
）が
こ
の
ほ
ど

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。当
会
の
星
野
紀
子
さ
ん
が

「
寄
り
添
う
神
に
誘
わ
れ
て―

新
潟
県
の
双
体
道

祖
神―

巡
回
写
真
展
を
終
え
て
」、
桑
原
和
位
さ

ん
が「
双
体
道
祖
神
に
再
度
魅
せ
ら
れ
て
」、
渡
邉

三
四
一
さ
ん
が
「
秋
山
郷
・
中
津
川
流
域
に
お
け

る
風
神
塔―

故
吉
村
博
氏
の
調
査
成
果
を
踏
ま

え
て―

」
を
寄
稿
し
て
い
ま
す
。他
に
も
多
岐
に

わ
た
り
秋
山
郷
の
石
造
文
化
に
関
す
る
論
考
・

報
告
が
あ
り
充
実
し
た
内
容
で
す
。本
体
価
格

一
六
五
〇
円
。問
合
せ
は
同
教
委
ま
で

　

９
月
29
・
30
日（
月
・
火
）に
鳥
海
山
麓
の
石

神
仏
と
聖
地
を
歩
き
ま
す
。案
内
チ
ラ
シ
を

同
封
し
ま
し
た
。ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
泊
有
志
見
学
会
の
ご
案
内

書
籍
紹
介
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■
下
越
・
新
潟
地
区
見
学
会
の
お
知
ら
せ

■
中
越
地
区
見
学
会
の
お
知
ら
せ

■
令
和
７
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
か
ら

講師の岩瀬春奈さん

　　

同
封
チ
ラ
シ
の
一
泊
有
志
見
学
会
と
左
記
の
二

つ
の
地
区
見
学
会
を
計
画
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
、大
勢

の
ご
参
加
を
お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時　

10
月
９
日（
木
）９
時
〜
16
時　

テ
ー
マ　

亀
田
地
区
の
歴
史
と
石
仏
を
訪
ね
て

集
　
合　

①
９
時 

新
潟
駅
南
口
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

　
　
　
　

②
９
時
20
分　

亀
田
駅
西
口

　
　
　
　

③
９
時
30
分　

新
潟
市
江
南
区
文
化
会

　
　
　
　

館
前
駐
車
場（
バ
ス
駐
車
近
く
）

解
　
散　

文
化
会
館
15
時
30
分
、亀
田
駅
西
口
15
時

　
　
　
　

40
分
、新
潟
駅
南
口 

16
時

見
学
地　

江
南
区
郷
土
資
料
館
、亀
寿
院
、蝸
牛
様
、

　
　
　
　

宗
賢
寺
、斎
場
の
石
塔
、伝
承
院
塚
、歯
痛

　
　
　
　

地
蔵
、地
蔵
院
、松
韻
寺
、真
向
寺
ほ
か
。

昼
　
食　

雷
神（
和
食
）

参
加
費　

５
０
０
０
円（
昼
食
・
バ
ス
代
等
含
む
）

定
　
員　

20
名　

申
込
み　

９
月
18
日（
木
）締
切
り（
先
着
順
）

　
　
　
　

新
潟
事
務
局　

堀
内
正
子
ま
で

　
　
　
　

電
話　

０
２
５‐

２
４
３‐

７
６
４
０

　
　
　
　

携
帯　

０
９
０‐

６
０
０
９‐

４
６
８
２

日
　
時　

10
月
30
日（
木
）８
時
〜
16
時
15
分

テ
ー
マ　

秘
境
・
秋
山
郷
の
石
仏
と
史
跡
を
歩
く

集
　
合　

①
８
時
00
分　

ア
ル
フ
ォ
ー
レ
前
駐
車
場

　
　
　
　
（
柏
崎
駅
前
の
赤
レ
ン
ガ
風
ト
イ
レ
前
）

　
　
　
　

②
９
時
20
分　

う
も
れ
あ（
津
南
町
埋
蔵

　
　
　
　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
）※

旧
津
南
町
立
中
津

　
　
　
　

小
学
校 

津
南
町
中
深
見
甲
２
３
４
８

　
　
　
　
（
②
う
も
れ
あ
集
合
の
方
に
は
地
図
を
送
付
）

解
　
散　

う
も
れ
あ
15
時
30
分
、柏
崎
ア
ル
フ
ォ
ー

　
　
　
　

レ
16
時
40
分

見
学
地　

う
も
れ
あ
見
学（
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解

　
　
　
　

説
あ
り
）、結
東
の
観
音
堂
石
仏
・
風
神
様
、

　
　
　
　

栄
村
小
赤
沢
散
策（
黒
駒
太
子
堂
・
と
ね

　
　
　
　

ん
ぼ
・
苗
場
神
社
・
庚
申
塔
群
）、下
船
渡
・

　
　
　
　

熊
野
三
社
の
双
体
摩
崖
仏
と
石
神
仏
、津

　
　
　
　

南
観
光
物
産
館
、赤
沢
の
庚
申
石
祠（
元

　
　
　
　

禄
５
年
銘
）・
岩
船
地
蔵
な
ど
。

昼
　
食　

小
赤
沢
・
苗
場
荘「
秋
山
郷
御
膳
」（
名
物
・

　
　
　
　

早
そ
ば
＆
堅
豆
腐
入
り
）

参
加
費　

６
０
０
０
円（
昼
食
・
バ
ス
代
等
含
む
）

定
　
員　

20
名　

申
込
み　

10
月
10
日（
金
）締
切
り（
先
着
順
）

　
　
　
　

中
越
事
務
局　

伊
比
卓
郎
ま
で

　
　
　
　

電
話　

０
９
０‐

７
２
７
５‐

８
８
６
９

　
　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

tnibi@
poppy.ocn.ne.jp

　

今
年
度
総
会
を
５
月
19
日（
日
）、な
が
お
か
市
民

協
働
セ
ン
タ
ー（
協
働
ル
ー
ム
）に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

第
一
部
の
公
開
講
演
会
は
一
般
４
名
、会
員
28
名

の
計
32
名
で
し
た
。講
師
の
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館

研
究
員
・
岩
瀬
春
奈
さ
ん
か
ら
は「
神
社
の
祭
り
・
地

域
の
祭
り―

民
俗
信
仰
の
担
い
手
と
神
社
祭
祀―

」

と
題
し
、県
内
外
の
祭
礼
を
支
え
る
組
織
に
つ
い
て
、

多
く
の
事
例
を
示
し
な
が
ら
そ
の
多
様
性
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
総
会（
14
時
40
分
〜
）で
は
令
和
６
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告
、新
役
員
の
選
任
、令
和
７
年

度
事
業
計
画
・
予
算
案
が
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
役
員
に
は
井
上
光
威
さ
ん（
記
録
）、服
部
優
美

さ
ん（
広
報
）、溝
口
政
子
さ
ん（
広
報
）が
加
わ
り
ま

し
た
。

　

な
お
、欠
席
者
へ
は
総
会
資
料
を
同
封
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
願
い　

令
和
７
度
の
会
費
未
納
の
方
に
は
振
替

用
紙
を
同
封
し
ま
し
た
。早
め
に
ご
納
入
願
い
ま
す
。

　

新
年
度
の
最
初
の
会
報
と
会
員
名
簿
、一
泊

見
学
会
チ
ラ
シ
を
お
届
け
し
ま
す
。。ま
た
総
会

欠
席
の
方
に
は
総
会
配
布
資
料
、会
費
振
替
用

紙
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。ご
査
収
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

本
号
編
集
担
当
　
上
越
地
区
事
務
局


